
82011年（平成23年） 2月

那覇市
歴史博物館

開館時間
午前10時～午後7時

（リウボウ開館前は中央
エレベーターをご利用ください）

木曜休館
☎869-5266　6869-5267

�1月5日（水）～3月2日（水）　�一般300円

�1月29日（土）	 田名真之氏（沖縄国際大学教授）
　2月5日（土）	 田里　修氏（沖縄大学教授）
※各回　午後4時30分～
�入館料が必要　�不要

企画展「那覇士族の一生」

ギャラリートーク

十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
、

湧
田
窯
が
あ
っ
た
現
在
の
県
庁
や
、

建
替
え
中
の
市
役
所
庁
舎
付
近
で
は
、

瓦
や
瓦
質
土
器
と
い
わ
れ
る
素
焼
き

の
焼
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

十
七
世
紀
初
頭
、薩
摩
の
統
治
下

に
お
か
れ
た
琉
球
王
朝
は
、薩
摩
藩

を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島
出
身
の
陶
工

を
招
き
、湧
田
窯
で
製
陶
の
指
導
に

従
事
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、今

日
の
壺
屋
焼
の
源
流
が
焼
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。そ
の
後
、薩
摩・唐

津
な
ど
九
州
諸
窯
の
製
陶
技
術
や
中

国
南
部
の
技
術
が
導
入
さ
れ
、琉
球

陶
器
が
本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
十
七
世
紀
後
半
、こ
の
湧

田
窯
、当
時
の
美
里
村
の
知
花
窯
、首

里
の
宝
口
窯
が
統
合
さ
れ
、現
在
の

壺
屋
焼
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
回
、壺
屋
焼
物
博
物
館
で
は
、こ

の
湧
田
焼
を
取
り
上
げ
ま
す
。

壺
屋
焼
物
博
物
館

県
立
博
物
館
・
美
術
館

初
の
合
同
企
画
展
！

「
琉
球
陶
器
の
来
た
道
」

～
壺
屋
会
場
は「
近
世
琉
球
陶
器
の

曙
光
　
湧
田
焼
」を
開
催
～

湧田焼　鉄絵灰釉碗

湧田焼　三耳壺

①

②

「
近
世
琉
球
陶
器
の
曙
光　
湧
田
焼
」
を

テ
ー
マ
に
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま

で
の
琉
球
王
国
時
代
の
焼
物
を
紹
介
。

�
3
月
6
日
（
日
）
ま
で　

�
3
階
企
画

展
示
室　

�
一
般
・
高
大
生
1
0
0
円
、

小
中
生
50
円
（
市
内
の
小
中
高
校
生
は
無

料
）

�
2
月
12
日
（
土
）、
26
日
（
土
）
各
11
時

か
ら　

�
無
料　

�
不
要
。
※
当
日
、
10

時
50
分
ま
で
に
博
物
館
1
階
受
付
前
集
合
。

�
2
月
12
日
（
土
）、
26
日
（
土
）
各
15
時

か
ら　

�
無
料　

�
不
要
。
当
日
博
物
館

前
に
14
時
45
分
ま
で
に
集
合
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
壺
屋
焼
物
博
物
館
　
☎
8
6
2・3
7
6
1

県
立
博
物
館
美
術
館・

壺
屋
焼
物
博
物
館
合
同
企
画
展

「
琉
球
陶
器
の
来
た
道
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

壺
屋
史
跡
め
ぐ
り

壺
屋
焼
物
博
物
館
2
月
の
催
し

国宝特別展示「雪が描かれた紅型衣裳」開催！　期間:2/4～3/2（那覇市歴史博物館　869-5266）

〜平成22年度 成人式〜

～那覇市消防出初式～

～第12回新春もちつき大会～

～暴力団排除合意書締結調印式～

夢と志を持って
未来へはばたけ

市民の安全を祈願

新年を祝う

安心・安全な
まちづくりのために

1
月
9
日
（
日
）、
市
内
各
中
学
校
区
で
、
多
く
の
来
賓
や
地
域
の
方
々

が
出
席
し
、
新
成
人
を
祝
福
す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
翁
長
市
長
は
、「
み
な
さ
ん
が
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地

域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
、
地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
き
た
こ
と
を
聞
き
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
、
新
成
人
と

し
て
夢
と
志
を
持
っ
て
大
い
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

1
月
6
日
（
木
）、
市
民
の
安
全
を
祈
願
し
て
「
那
覇
市
消
防
出
初
式
」

が
消
防
本
部
庁
舎
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
本
番
さ
な
が
ら
に
、

消
防
職
員
に
よ
る
中
高
層
の
建
物
で
の
火
事
を
想
定
し
た
消
火
・
救
出
訓

練
、
一
斉
放
水
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
日
頃
か
ら
消
防
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
告
知
を
、
自
社
の
大
型

広
告
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
て
無
償
で
行
い
、
火
災
予
防
の
意
識
啓
発
に

大
き
く
貢
献
し
た
サ
ン
ノ
ア
有
限
会
社
へ
、
翁
長
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

1
月
8
日
（
土
）、「
第
12
回
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」
が
壺
屋
焼
物
博
物

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
木
杵
を
手
に
、
お
友
だ
ち
同
士
や
、

親
子
一
緒
に
一
生
懸
命
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
た
ち
は
、
つ

き
た
て
の
お
餅
を
き
な
粉
や
あ
ん
こ
で
好
み
の
味
付
け
を
し
て
、
笑
顔
で

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
壺
屋
児
童
館
の
琉
舞
の
会
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
演
舞

が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

市
と
那
覇
警
察
署
は
1
月
12
日
（
水
）、「
那
覇
市
発
注
工
公
共
工
事
に

お
け
る
暴
力
団
員
等
に
よ
る
不
当
介
入
の
排
除
手
続
き
に
関
す
る
合
意
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
合
意
書
は
、
市
発
注
の
公
共
工
事
に
対
し
て
暴

力
団
の
不
当
介
入
へ
の
業
者
保
護
の
徹
底
と
と
も
に
、
工
事
の
受
注
者
に

市
お
よ
び
警
察
へ
の
通
報
を
義
務
づ
け
、
怠
っ
た
際
は
、
工
事
の
指
名
停

止
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

翁
長
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
請
負
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。


